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１. 令和元年度安全セミナーについて
豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設では、操業当
初の漏洩事故等を踏まえ、事故の再発
防止のために『豊田事業所再生計画』を
平成２２年度にとりまとめました。

この再生計画に位置付ける安全セミナー
は、ＰＣＢの無害化処理を安全かつ確実
に実施する上で大変重要な教育講習で
あり、今年度も継続して、毎月開催いたし
ます。

■令和元年度安全セミナー実施計画
令和元年度は継続して繰り返し教育するテーマに加え、前年の教育内容をさらに発展させ
た内容とすることで、マンネリ化の防止とともに、さらに理解が深まる内容としています。
安全セミナーは全従業員が参加し、関係する法令遵守の徹底、過去の事故・災害・漏洩ト
ラブル事例において実施した再発防止対策と他の施設等への水平展開について学んで
います。このセミナーは年間１２回開催し、講師は所内の他、外部からもお招きし、様々な角
度からの学習をします。

今年度第１回セミナーでは、ＰＣＢを取扱う上で留意すべき基礎知識、その性状、毒性、健
康影響、環境中濃度などについて、理解（再認識）を深めるとともに、作業員の暴露防止と
安全衛生意識の向上をはかりました。

豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設では、設備の稼働に伴う環境への影響を点検・確認するため、
周辺環境及び排出源のモニタリング調査を毎年実施しています。
平成３０年度は４月、７月、１０月及び平成３１年１月の合計４回の調査を実施し、管理目標値、
環境基準値等全てにおいて適合していることを確認しました。
加えて、有事に備えての通報及び測定対応のための訓練を実施しました。

■主な調査項目及び調査回数
①大気　 ：年４回、風下の敷地境界の地点（ＰＣＢ、ダイオキシン類、ベンゼン）
②土壌　 ：年１回、敷地内の地点（ＰＣＢ、ダイオキシン類）
③地下水：年２回、敷地内の地点（ＰＣＢ、ダイオキシン類）
④排気 　：年４回、排気口（ＰＣＢ、ダイオキシン類、ベンゼン）
⑤ばい煙：年２回、ばい煙発生施設の排気口（ばいじん、窒素酸化物）
⑥排水　 ：年4回、放流口（ＰＣＢ、ダイオキシン類）
⑦騒音・振動：年1回、敷地境界の地点
※測定結果についてはＪＥＳＣＯ豊田ＰＣＢ処理事業のＨＰに掲載しています。

２. 平成３０年度環境モニタリング調査結果について
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３. 安全衛生大会の開催
平成３１年４月１日（月）に運転会社主催で安全衛生大会を開催いたしました。

昨年度の反省を生かし、今年度の無災害と安定操業を誓うため実施されました。
大会では、運転会社田中社長より、昨年のトラブルの反省や取組活動、安全優先の作業に
ついて訓示されました。
また、当事業所の石垣所長からは、運転会社に対して日頃の安全活動へのお礼と、今後
の操業・無災害活動への協力について訓話されました。

その後、昨年度のヒヤリハット活動等の成果を
プロジェクターで発表し、優秀安全職場や個
人の安全優良表彰を行いました。

最後に、全員で今年度のスローガン

　　『いつもと同じは油断の合図　
　　　　　　いつもと違うは危険の合図
　　　　　　　　　　　　指差し呼称で安全職場』

を斉唱して、安全操業を誓いました。

４. 社員提案の表彰を行いました
豊田ＰＣＢ処理事業所では『社員提案制
度』を実施しています。これは、安全で確実
な操業、作業安全の向上、作業の効率化
などを目指し、社員から随時、自発的に提
案してもらい、優秀な提案を表彰するもの
です。

平成３０年度第２回（平成３０年９月～平成
３１年２月分）は、全１４件の提案があり、提
案内容の具体性や実施状況を審査して優
秀賞３件、佳作３件を選定し、４月１９日（金）
に表彰をしました。今回は、更なる安全性
の向上を図るものが多く提案され、これら
の提案の実践を進め、より一層の安全で
安定的な操業に取り組んでまいります。


